
【ハラサ砂漠の今】 

2017.10 

地球緑化センターの原点である「緑の親善大使」。 

第 1回目の活動場所であるハラサ砂漠の現状の写真が届きました！ 

24 年前は砂漠一帯だったのが、今は一面緑。林業局の方による日頃の管理のおかげもあり、

緑化が順調に進んでいます。 

多くのボランティアの方々の思いが込められた木々たちは着実に育っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回「緑の親善大使」植林地。 

ハラサ砂漠にある GECとエジンホロ旗政府

連名の石碑。 

ひざ下の高さだったマツが背丈

を超えて生長。 

 

 


